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亡
 

帯
 

世
人
 

転
転
出
死
 

水

道

の

ち

し

き

 ⑧
 

給
水
方
式
は
二
通
り
あ
り
配
 

水
管
の
管
理
お
よ
び
水
圧
が
使
 

用
水
量
に
対
し
て
十
分
な
場
合
 

は
直
結
式
給
水
を
行
い
、
配
水
 

管
の
水
圧
が
不
足
す
る
箇
所
、
 

あ
る
い
は
一
時
に
を
重
の
水
を
 

使
用
す
る
箇
所
で
は
タ
ン
ク
式
 

給
水
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
本
町
で
は
後
者
を
行
な
っ
 

て
い
ま
す
が
、
新
水
道
に
切
替
 

え
ま
す
と
前
者
の
方
式
を
と
り
 

ま
す
。
配
水
管
か
ら
取
り
出
し
 

ロ
（
分
水
栓
）
を
設
け
蛇
ロ
 

（
給
水
栓
）
か
ら
水
が
出
る
に
 

は
い
ろ
い
ろ
な
関
所
を
通
り
ま
 

す。 ま
ず
取
り
出
し
ロ
よ
り
ビ
ニ
 

企
 
画

水

道

課

 

管） 

を
通
り
コ
ッ
ク
（
止
水
 

栓
）
を
通
り
メ
ー
タ
ー
で
使
用
 

量
を
は
か
り
最
後
の
給
水
栓
か
 

ら
い
き
お
い
よ
く
出
ま
す
。
 

給
水
方
法
は
専
用
給
水
栓
、
 

共
用
給
水
栓
、
連
合
給
水
栓
の
 

」
通
り
が
あ
ま
す
，
 

本
年
一
月
総
て
の
配
水
管
施
 

設
を
終
り
二
月
よ
り
五
戸
に
ー
 

カ
処
の
割
合
で
共
用
給
水
栓
を
 

設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
 

を
「
耳
中
に
完
成
す
る
予
定
で
 

す
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
れ
を
専
 

用
給
水
栓
に
延
長
し
各
家
庭
に
 

給
水
す
る
計
画
で
す
。
 

「
次
回
は
給
水
管
の
危
険
な
 

接
続
に
つ
い
て
」
 

ー
ル
管
ま
た
は
鉛
管
（
給
水
 

今
す
ぐ
国
民
年
金
に
 

加
入
し
ま
し
ょ
う
戸
 

住
 

民
 

課
 

明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
 

後
に
生
れ
た
人
で
一
干
才
以
上
 

の
人
は
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

若
し
加
入
し
な
い
と
老
令
年
 

金
は
も
ち
ろ
ん
、
万
一
の
事
故
 

の
時
の
母
子
年
金
ま
た
は
障
害
 

年
金
す
ム
よ
y
り
え
ま
せ
ん
。
 

r
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
 

う
国
民
年
金
加
入
の
対
象
に
な
 

づ
て
い
る
か
、
又
は
、
は
っ
き
 

り
し
な
い
人
に
対
し
再
三
個
人
 

宛
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
 

何
等
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
 

の
よ
う
な
方
は
現
在
加
入
し
て
 

い
る
人
が
年
金
を
貰
う
と
き
に
 

な
っ
て
自
分
は
何
故
貰
え
な
い
 

の
か
と
い
っ
て
も
、
そ
の
と
き
 

は
す
で
に
遅
ず
ぎ
ま
す
。
・
た
と
 

え
そ
の
と
き
自
分
は
加
入
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
 

を
知
ら
な
か
っ
た
と
か
、
回
覧
 

板
、
町
報
等
を
見
な
か
っ
た
と
 

か
、
字
が
読
め
な
い
と
か
い
っ
 

て
も
そ
れ
は
理
由
に
は
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

こ
の
国
民
年
金
は
自
分
の
た
 

め
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
人
の
 

た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
だ
 

に
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
今
す
 

ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
も
ょ
 

う。 
た
だ
し
、
次
の
方
は
加
入
す
る
 

完 成 し た 新 浄 水 場 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

一
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
 

者
 

二
、
・
船
員
保
険
の
被
保
険
者
 

三
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
 

組
合
員
 

四
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
 

組
合
員
 

五
、
私
立
学
校
教
転
員
共
済
組
 

合
の
組
合
員
 

六
、
公
共
企
業
体
転
員
等
共
済
 

組
合
の
組
合
員
 

七
、
農
林
漁
業
団
体
騒
員
共
済
 

，
組
合
の
組
合
員
 

八
『
県
お
よ
び
市
町
村
議
会
議
 

I
‘【”1lI
”一？‘l
? 

国
民
年
金
保
険
料
を
 

納
め
ま
し
ょ
う
 

住
 

民
 

国
民
年
金
制
度
は
、
自
営
業
 

者
や
無
転
の
人
な
ど
が
年
を
と
 

っ
た
り
、
廃
疾
の
状
態
に
な
っ
 

て
働
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
 

た
と
き
、
又
は
夫
が
死
亡
し
母
 

子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
に
年
金
 

を
支
給
し
、
本
人
及
び
遺
族
の
 

生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を
 

目
的
と
す
る
年
金
制
度
で
す
。
 

◇
保
険
料
の
額
 

満
二
〇
才
以
上
満
」
豆
才
未
 

満
の
人
、
ー
カ
月
三
〇
〇
円
 

満
三
五
才
以
上
満
六
〇
才
未
 

満
の
人
、
ー
カ
月
二
五
〇
円
 

と
こ
ろ
で
年
を
と
っ
て
働
け
 

な
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
 

る
老
令
年
金
は
、
 

一
定
の
期
間
 

保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
 

ま
た
、
障
害
年
金
、
遣
族
、
 

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
な
ど
も
 

年
金
を
受
け
る
事
由
が
起
き
た
 

と
き
、
そ
の
直
前
の
」
定
期
間
 

の
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ
 

ば
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
 

員
の
組
合
員
 

九
、
恩
給
や
老
令
（
退
販
）
年
 

金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
 

扶
助
料
等
の
公
的
年
金
を
も
 

ら
っ
て
い
る
か
、
又
は
も
ら
 

う
条
件
を
み
た
し
て
い
る
者
 

十
、
一
か
ら
九
ま
で
に
掲
げ
る
 

配
偶
者
（
但
し
こ
の
場
合
本
 

て
い
ま
す
。
 

課
 

し
た
が
っ
て
、
保
険
料
を
納
 

め
忘
れ
た
り
遅
れ
た
り
し
な
い
 

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
現
に
保
険
料
を
納
め
て
い
 

れ
ば
支
給
さ
れ
て
い
る
の
に
、
 

納
め
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り
し
 

た
た
め
に
支
給
さ
れ
な
い
人
達
 

が
全
国
各
地
で
は
あ
る
と
云
う
 

こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
 

う
保
険
料
は
納
め
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
 

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
保
険
料
の
納
め
方
 

イ
、
婦
人
会
に
よ
る
納
付
組
織
 

・
が
あ
り
ま
す
（
各
地
区
毎
）
 

そ
の
納
付
組
合
を
と
お
し
役
 

場
の
係
に
納
め
ま
す
。
 

ロ
、
そ
の
正
青
一
が
す
ぎ
る
と
納
 

め
る
の
に
大
変
め
ん
ど
う
に
 

な
り
ま
す
。
 

ハ
、
一
年
以
上
一
定
の
期
間
の
 

保
険
料
を
前
納
す
る
人
は
、
 

割
引
等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
 

人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
 

る）【 

十
一
、
高
校
、
大
学
の
生
徒
学
 

生
（
定
時
制
、
夜
間
、
通
信
 

教
育
を
除
く
）
 

但
し
こ
の
場
合
も
本
人
の
希
 

望
に
よ
り
加
入
で
き
る
。
 

ー＝＝一一→ふー 
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所
得
税
、
事
業
税
、
町
民
税
の
 

共
同
申
告
の
受
付
に
つ
い
て
 

今
は
す
で
に
皆
様
方
に
は
聞
 

き
な
れ
た
言
葉
に
な
り
ま
し
た
 

申
告
書
の
提
出
期
限
が
、
今
年
 

は
、
国
税
、
地
方
税
と
も
統
一
 

さ
れ
て
、
三
月
十
五
日
に
な
り
 

ま
し
た
「
申
告
」
と
い
ー
つ
言
葉
 

が
使
わ
れ
だ
し
、
皆
様
方
の
お
 

耳
を
け
が
す
様
に
な
り
ま
し
て
 

報
 
今
年
で
す
で
に
五
年
を
む
か
え
 

ま
す
。
思
え
ば
、
昭
和
三
十
七
年
 

町
 

に
税
法
の
大
巾
改
正
が
な
さ
れ
 

国
民
に
、
前
年
の
所
得
に
つ
い
 

田
 

て
の
申
告
義
務
が
負
わ
さ
れ
た
 

の
で
す
。
こ
の
五
年
の
間
種
々
 

金
 
の
税
法
の
改
正
は
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
が
、
今
年
は
、
申
告
の
簡
 

昭相42牛3月1日 

素
化
が
打
ち
出
さ
れ
、
国
税
 

（
所
得
税
の
確
定
申
告
）
へ
申
 

告
を
し
た
人
は
、
地
方
税
（
事
 

業
税
、
町
民
税
の
申
告
）
に
は
 

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
以
上
を
勘
案
し
要
約
し
ま
 

す
と
ノ
先
ず
、
ど
の
よ
う
な
人
 

が
申
告
を
す
れ
ば
よ
い
か
。
 

給
与
所
得
者
で
も
、
他
に
所
得
 

の
あ
る
人
、
医
療
費
控
除
を
受
 

け
る
人
、
一
雑
損
控
除
を
受
け
よ
 

う
と
す
る
人
。
営
業
所
得
者
、
 

そ
の
他
の
事
業
所
得
者
等
で
 

す
。
次
に
申
告
に
必
要
な
書
類
 

等
、
所
得
の
わ
か
る
帳
篇
等
、
 

必
要
経
費
の
支
払
い
の
わ
か
る
 

金 

帳
筈
又
は
領
収
証
等
、
生
命
保
 

険
料
の
支
払
証
明
、
各
種
社
会
 

保
険
の
支
払
証
明
（
国
民
健
康
 

保
険
税
、
国
民
年
金
等
）
、
贈
 

与
所
得
の
あ
る
人
は
そ
の
明
細
 

等
、
配
当
所
得
の
あ
る
人
は
そ
 

の
源
泉
徴
収
票
等
、
農
業
所
得
 

に
つ
い
て
は
、
作
付
面
積
、
保
 

有
機
材
の
名
称
、
予
約
申
込
証
 

明
（
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
、
 

税
 

務
 

課
 

被
害
減
収
量
証
明
（
税
務
課
に
 

あ
り
ま
す
。
）
建
物
共
済
等
の
 

・
支
払
証
明
、
賃
耕
料
の
領
収
 

証
等
、
医
療
費
の
領
収
証
、
そ
 

の
他
を
そ
ろ
え
て
下
さ
い
。
な
 

お
家
族
の
氏
名
、
続
柄
、
生
年
 

月
日
は
必
ず
記
入
し
て
下
さ
 

い
。
以
上
で
申
告
は
出
来
ま
 

す
。
今
年
の
納
税
申
告
の
受
付
 

け
日
は
三
月
一
日
、
二
日
が
、
 

救
急
箱
を
備
え
よ
う
 

救
急
箱
が
あ
れ
ば
、
と
っ
さ
 

の
と
き
間
に
合
い
ま
す
。
手
近
 

か
な
引
出
し
を
利
用
す
る
の
も
 

ー
つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。
 

住
 

民
 

課
 

八
救
急
箱
の
心
得
V
 

1
、
古
く
な
っ
た
薬
は
捨
て
ま
 

し
ょ
ソ
つ
。
 

2
、
と
っ
さ
の
と
き
あ
わ
て
て
 

税
務
署
、
財
務
事
務
所
、
役
場
 

（
所
得
税
、
町
民
税
）
の
」
厩
 

共
同
受
付
を
、
金
田
中
央
公
民
 

館
で
行
な
い
ま
す
。
又
、
事
業
 

税
と
町
民
税
パ
財
務
事
務
所
、
 

町
役
場
）
 
二
税
は
、
別
途
に
三
 

月
八
日
、
九
日
に
行
な
い
ま
 

す
。
申
告
を
し
な
い
と
、
諸
控
 

除
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
 

な
く
、
無
申
告
加
算
税
が
か
か
 

り
税
金
が
重
く
な
り
ま
す
。
申
 

告
は
お
忘
れ
な
く
期
日
ま
で
に
 

お
出
し
下
さ
い
。
 

※
町
民
税
の
申
告
書
は
今
役
 

場
税
務
課
で
受
付
け
て
お
り
ま
 

す
。
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
、
 

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
役
場
税
務
 

課
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

さ
が
さ
な
く
て
よ
い
よ
う
に
 

道
具
類
は
救
急
箱
用
と
し
て
 

き
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

3
、
子
ど
も
の
誤
飲
を
さ
け
る
 

た
め
に
手
に
と
ど
か
な
い
と
 

こ
ろ
に
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

4
、
救
急
箱
に
は
次
の
よ
う
な
 

も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
 

》つ。 

は
 
さ
 
み
 

ピ
ン
セ
ッ
ト
 

毛
 
抜
 
き
 

体
 
温
 
計
 

小
 
さ
 
じ
 

小
 
ふ
 
で
 

軟

膏

べ

ら

 

割
 

箸
 

綿
 

棒
 

道
 

具
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軟洗オ〇1 10消23 マ 
抗膏 リ・％万毒％% l 
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物 

箭 

包

帯

・

材

料

な

ど

 

外
 

用
 

薬
 

鎮
痛
剤
、
 

解
熱
剤
、
 

鎮
静
剤
、
 

精
神
安
定
剤
 

内
用
薬
 

「
す
ま
い
」
 
の
 

お
知
ら
せ
 

企
画
水
道
課
 

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
公
共
取
業
安
定
 

所
の
紹
介
で
、
人
手
の
た
り
な
い
地
域
に
 

就
転
さ
れ
る
方
達
の
た
め
に
、
ア
パ
ー
ト
 

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
る
方
は
、
．
 

m
 
公
共
騒
業
安
定
所
の
紹
介
で
他
の
公
 

共
転
業
安
定
所
の
管
轄
地
区
内
に
常
用
 

労
働
者
と
し
て
就
取
さ
れ
る
方
、
す
で
 

に
就
転
さ
れ
た
方
で
も
、
そ
の
就
取
が
 

過
去
3
年
以
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
入
 

居
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

②
 
月
収
が
家
賃
の
5
倍
以
上
で
支
払
能
 

力
が
あ
る
方
。
 

⑧
 
扶
養
親
族
を
有
す
る
方
で
、
そ
の
扶
 

養
親
族
と
同
居
す
る
方
。
 

①
構
造
 

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
 

一
棟
四
旦
戸
、
各
戸
と
も
六
畳
、
四
 

・
五
畳
、
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス
、
ト
イ
 

レ
ッ
ト
付
。
 

②
家
賃
 

月
額
」
六
 
七
〇
〇
円
（
建
設
年
度
に
 

よ
っ
て
多
少
の
ち
が
い
が
あ
り
ま
 

す
。
）
 

こ
の
ア
パ
ー
ト
の
入
居
受
付
け
は
、
既
に
 

建
設
済
み
の
ア
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
期
 

日
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
か
、
 

入
居
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
 

よ
り
の
公
共
転
業
安
定
所
ま
た
は
県
庁
取
 

業
安
定
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

3

月
 
16 

日

は

家

庭

の

日

で

す

 

田
 

町
 

少
年
柔
剣
道
会
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
少
年
の
 

心
身
を
鍛
練
し
明
る
く
健
康
に
 

育
て
あ
げ
る
こ
と
は
品
雲
〕
大
切
 

な
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
が
、
そ
の
一
助
に
も
と
中
 

央
公
民
館
主
催
金
田
中
学
校
P
 

T
A
後
援
に
よ
る
金
田
町
少
年
 

柔
剣
道
大
会
が
二
月
十
八
日
柔
 

道
は
中
央
公
民
館
で
剣
道
は
金
 

醗
 

田
小
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
折
か
ら
春
風
そ
よ
ぐ
好
 

天
気
に
恵
ぐ
ま
れ
集
る
選
手
は
 

本
町
在
住
の
高
校
生
（
6
人） 

中
学
生
（
 30 

人
）
小
学
生
（
 22 

人
）
で
紅
白
試
合
や
勝
抜
き
試
 

合
に
日
頃
き
た
え
た
抜
と
若
人
 

の
意
気
を
ぶ
っ
つ
け
あ
い
極
め
 

て
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
が
 

次
の
諸
君
え
栄
あ
る
賞
状
、
賞
 

品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

柔
道
の
部
 

小
学
生
 

一
位
 

森
 
秀
次
 

二
位
 
大
島
康
文
 

」
圧
 
大
島
重
文
 

四
位
 
植
高
節
生
 

中
学
生
 

一
位
 

岩
本
浩
一
一
 

二
位
 
清
水
直
行
 

「
圧
 
植
高
文
夫
 

四
位
 
大
井
政
和
 

剣
道
の
部
 

生
 
小
学
 

一
位
 

長
尾
 
均
 

二
位
 
高
原
良
一
 

「
瓦
 
辰
島
勝
彦
 

中
学
生
 

一
位
 

中
野
博
之
 

二
位
 
佐
竹
誠
一
 

」
征
 
福
田
 
繁
 

四
位
 
阿
部
千
春
 

尚
、
当
日
糸
田
中
学
校
、
赤
池
 

中
学
校
及
び
金
田
中
学
校
の
対
 

抗
剣
道
試
合
も
行
わ
れ
、
一
段
 

と
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
 

小
学
生
の
豆
剣
士
達
も
先
輩
の
 

勇
姿
に
目
を
み
は
り
な
が
ら
熱
 

心
に
見
学
し
ま
し
た
。
中
央
公
 

民
館
で
は
毎
週
土
曜
日
、
少
年
 

た
ち
三
山
み
●
が
柔
剣
道
の
練
習
 

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
御
父
兄
 

や
大
人
の
方
々
の
御
声
援
を
お
 

願
い
致
し
ま
す
。
 

福岡県における移転就転者用宿舎の設置および入居状況 

備 考 室
 

空
 

S妃年2月1日から入居開始予足 

6 

7 

29 

199 

183 

324 

入居戸数 

106 

169 

163 

14 

0 

579 

「
 

一 

一 

設置戸数 

112 

176 

192 

240 

183 

903 

200 

160 

360 

宿 舎 名 所 在 地 

北九州市八幡区穴生鷺田239 

北九州市八幡区穴生鷺田212 

粕屋郡古賀町大字久保花見 

福岡市大字郡河1164 

北九州市小倉区大字沼小柳260 

結

核

保

護

 

訓

練

生

募

集

 

粕
屋
郡
宇
美
町
に
あ
り
ま
す
 

県
後
保
護
指
導
所
で
は
次
の
 

御寄付ありがとう 
ございました。 

社会福祉協議会へ 

二月三日 

伊藤ョシ子殿 

金壱封 亡夫故伊藤数馬様香 

典返礼として 

社会福祉協議会長 

田
 
原

保

 下

柳

 

鷺
 
萩

久

竹

小

 

幡
 
幡

賀

岡

倉

 

八
 
八
 
古
 
福

小

 

住
 
民
 
課
 

要
領
で
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
 

ま
す
。
こ
れ
は
結
核
回
復
者
の
 

適
切
な
る
医
学
的
健
康
管
理
の
 

も
と
に
健
康
の
増
進
を
図
り
社
 

会
復
帰
と
家
庭
復
帰
を
目
的
と
 

し
て
、
必
要
な
生
活
訓
練
と
転
 

業
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

記
 

募
集
科
目
 

電
気
科
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
 

プ
リ
ン
ト
科
、
洋
裁
科
、
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
 

宗像郡宗像町自由が丘 

糸島郡前原町大字篠原字井ノ浦950 

宗像自由が丘 

前 原 篠 原 

婦
人
子
供
服
 

科
外
訓
練
 

希
望
者
に
は
単
車
の
操
従
指
 

導
 

募
集
人
員
 

三
五
名
 

募
集
期
間
 

自
二
月
一
〇
日
 

至
四
月
ニ
〇
日
 

希
望
者
は
直
接
又
は
役
場
で
お
 

間
合
せ
下
さ
い
。
 

集
団
カ
ゼ
の
発
生
と
予
防
 

中

央

公

民

館

 

あ
ち
こ
ち
に
「
集
団
カ
ゼ
」
 

が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

そ
の
お
も
な
症
状
は
次
の
よ
う
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

日
咽
頭
型
 

発
熱
三
十
七
度
 

か
ら
主
十
八
度
 
頭
痛
、
咽
 

頭
痛
 

口
胃
腸
炎
型
 

腹
痛
、
吐
き
 

け
、
頭
痛
、
微
熱
 

目
普
通
感
胃
型
 

鼻
じ
る
、
 

ク
シ
ャ
ミ
 

四
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
 

く
か
ぜ
）
…
・
・
耳
下
腺
の
は
 

れ
、
微
熱
 

こ
の
よ
う
に
冬
か
ら
春
に
か
 

け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
 

に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
カ
ゼ
 

が
発
生
す
る
の
で
、
症
状
の
初
 

期
に
か
な
ら
ず
医
者
に
か
か
っ
 

て
指
示
に
し
た
が
う
こ
と
が
た
 

い
せ
つ
で
す
。
 

カ
ゼ
症
状
を
あ
ら
わ
す
も
の
 

の
中
で
、
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
 

の
が
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
で
、
乳
 

幼
児
、
老
人
、
か
ら
だ
の
弱
っ
 

て
い
る
人
に
肺
炎
や
気
管
支
炎
 

な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
さ
せ
、
 

ま
た
悪
化
さ
せ
て
死
亡
す
る
こ
 

と
も
あ
る
。
 

日
平
常
時
の
予
防
法
 

岡
過
労
を
さ
け
る
（
休
 

養
、
睡
眠
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
 

に） 
同
栄
養
に
注
意
（
た
ん
ぱ
 

く
質
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
 

C
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
・
山
」
 

る） 
困
皮
膚
の
鍛
練
（
う
す
 

着
、
乾
布
摩
擦
、
日
光
浴
 

な
ど
）
 

同
予
防
接
種
（
平
素
か
ら
 

の
ワ
ク
チ
ン
注
射
）
 

口
流
行
時
の
予
防
法
 

岡
マ
ス
ク
の
適
正
使
用
。
 

同
う
が
い
の
励
行
。
 

同
な
る
べ
く
外
出
を
さ
け
 

る。 同
む
り
な
う
す
着
を
し
な
 

い
で
被
服
、
採
暖
に
注
意
 

す
る
。
 

困
部
屋
の
換
気
に
注
意
す
 

る。 囚
集
団
発
生
、
異
状
発
生
 

は
す
ぐ
に
保
健
所
に
通
知
 

す
る
。
 

旧
悪
性
流
行
の
疑
い
の
あ
 

る
と
き
は
施
設
を
閉
鎖
す
 

る。 

日
カ
ゼ
に
か
か
っ
た
と
き
 

困
自
宅
で
保
温
と
安
静
に
 

つ
と
め
る
。
 

同
寝
室
は
カ
ー
テ
ン
な
ど
 

で
患
者
と
健
康
者
を
へ
だ
 

て
る
。
ま
た
、
同
室
の
と
 

き
は
頭
と
足
を
逆
に
し
て
 

寝
る
。
 

困
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
栄
養
を
 

と
る
。
 

同
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
。
 

困
患
者
の
タ
ン
、
鼻
じ
る
 

な
ど
に
使
用
し
た
紙
な
ど
 

は
焼
却
す
る
。
 

囚
患
者
の
居
室
や
使
用
器
 

具
類
は
消
毒
液
で
ふ
き
、
 

衣
類
寝
具
は
日
光
消
毒
す
 

る。 旧
患
者
の
隔
離
や
行
動
制
 

限
を
す
る
。
 

田
医
師
に
よ
早
期
診
断
と
 

適
正
治
療
 


